物理化学文献集 by unknown
Title物理化學文献集
Author(s)













物 理 化 學 交 献 集
(論女題1目直後の括菰内數字は頁,貨印は本諾に抄鍮済の もの)
物 質 構 造1淪
瓦〔子 物理 學,ス 醤 ク トル,X糠 ・
放 射 論,結 愚 化 學,立 盟 化攣 等
A皿LPhysik,19(1954)
camJ.u.HerzlxrgG.、02の紫外 吸 敗 帶(Schum"皿
一P.uvgc'YｰJに就 て(8⑰D)・-
Gunし肛R,,灼 熱 せ る酸 化柳 及 び その混 合 物 の 赤外 部
に 於 け る渇 度 輻 射(769).
)lalschJ..短波 長 電 渡 領 域 に 於 け る液艘 の 吸 收 に就 て
CSI)(70;)
Compt.rend.,tsa(tsa4)
ChalongrD.etVssspE.,超紫外 に於 け る 〔〕詈 の吸 收
ス ペ ク トル(1318)・
YetianG・,放鳧撒 系 列 及 び 鰹 元 素 の 分 類(III?匚り
CoastalR.,二三の ア ル カ リ土 金 脳 の硫 化 物 の燐 光 に
對 す る電 氣 放 散の 作 珊(1403)・
smelr.、6粒子r_i&4輕物 質 を斜戟 した 時 め馥 雜 な放
射 に戟 τ(1404)、
M6d訂dL・,〔11哩iのラマ ン効 果(HO7).
yav3rtlJ.,永素 分子 中 の電 干 ニ ネ 丿・ギ ー と斥 力 エ ネ ル.
ギ ー とσ〕書目蕁殳(1480)・
'frehinRり紫 外 に於 け るaClの 吸 收 ス ペ ク トル に封
す る完全 な る研究(1492)・
PiausL..項状 ペ ン タ ノル,環 状 ペ ンテ ンの ア ル コ ー
ル 誘 導 膿 及 シニア ンー1・碾 状 ペ ン.テンー1のラマ ン スペ
ク トル・(M96).
Cnursla且.k,,電氣 放 散 の二 三 の燐 光艘 に射 す る作 川
(1i91i)・
MathieuJ・一i㌧,輝 的 に 活 書暈:なる6配 位錯 引ヒ合 物 の構
造(130fl).
Amu-1.賦.,ThB十C十Cノ十C"に 依 つ て 生3るa線 の.
藤 ス ペ ク トル に就 τ(1603)・
Nahemi:.c八.,非常 に赤 外1=STC接せ る1.bI.1の持 性 帶 の
研 究(1/i3u)・
Lam[rtedtts,.7vル匕 ヂ ン及 その 囀 髏 の分 光學
的 研 究phl【rtetine,pA且mine,phlurtglucineの紫 外 ス
ペ ク トル(1&iｰ_)。　
」.Am尋01keロ1.Soc巳,56(19S4》
"'esPE.F.&BrodcW.R.,第 二 蚩 化 合 物 の 吸 收 λ
{ξク ト丿レ〔1⊇鹽fヒ第 二三鐵 一 フ;匚ノ ー ハノ反 應(1037)・ ・
J.chin.phys.,310s34)
San廻6ワidA.,LaとTh.頷物 の熱 放 射 能 に就 て(18{)
Sani218viCi..A.,放射 能 性 鑛 物 の 異 状熱 放 射 能 に就 て
(io2).
Mき1ardr..,七楓 の 正 アル ギ ルの硝 酸鹽 の ヲ マ ン効 果
の研 究(zsi).
」.Chem.Soc.,(1934).
玉IacwahεrR.J.&=itanats..'、回ゲ ン{ピコパ ル ト言容
液 の スrξ.クトル(517)・
J.Chem.Phye.2(is34).
¥¥'ilsnnD・A・&oｫE.,脂肪 族 .正ア ル コー ル(qoH21
`、Uよn.CIBIh.Oi-1迄)のX線的 研 究(_:;,)・
Wi亙ヨonD.A.&OuELE旨肪 族 正 ア ル コ ー ル系列 の反
射 の 強 さのPIF一('139),
--clmlwlzL&¥laycrJ・L,1:bRr及NaCIの梧 子
=tNギ ーの 買 測(245).
Itlricl,W・E・.&11ayerll㍉閉殻 の 棺 互 反撥 ボテ ン
シ アn.(252)・
R偽eni.E.,音の 分 散,三 つ のYネ ル ギ ー永 準 の考 察
(sao).
RirLnrdsW凾「1㍉M・E・R鯆e氏 の 鈴 文L音 の分 散 ・三
つ の エ ネ ル ギ ー水 準 の考 察 ■ に就 いて(sca).
.VnFcii.H.1炭紊臭 素結 合 を含 む二 豈 の 化 倉 物の ラY
ン スペ クrv.tオ ン溶 液 に於 け る振 動 駁 の 可能 的
變 化(26{)・
IMIfzV・,分子 縞 品 の 零 點 呂 ネル ギー(sor).
vanVleck∫・1L..炭業 のs且ρ 配 置 に就 て,並 び に
q.faに躅 す る論 女第 三 親 訂 正 に乾 て(297).・
Smi[Lu・R・,液臓 空 氣 分 別 に依 り得 た る酘 素 と空 氣 巾














1'lylcr.E・,;.&Cmvc囗C.∫・,2rｵ一csｵの 範 園 内 の 水
の 赤 外 鰻 攻(303)・
PivlerE.K。cPurrE.S..酸 の 水 溶 液 の 赤 外 吸 收
(::x).
¥'osth.'1G,titclFea.GC.SCrtvS.'f.,S.Se,'1'c
の 六 弗 化 物 の ラ マ ン 不 ベ ク トル 及 分 子 恒 倣(311).
Canih諏nD・世Salc晒【E・ く馬 結 晶--CI及 結 凸HR「 の
變 化 散 亂(3.17)・
litakcKC.・紛 末 法X繰 績 晶.分 析 の 強 摩 凹 干 の 計 算
(a`?0)・
Mawdロ..,:.,事Ib吻v.M.昆.r塾 出1㎎.1.・・S・ 窒 素.
の 酸 化 勃 に よ 弓電 于 廻 折 て:;,)・'
Gl破kler.G・&Llいr「elC・1二沃 化 ア セ チ レ ン の ラvン
効 果(349)・
」◎Phye・Che皿 ○,38(1鯖4》
(:hckl・・G &1柚 婚b・,;.・ 粒 午 に俵 る混合 氣 聡
の電離(fi5.i)・9,"
Bolloid-Z.,s7(1939)
s・Cwt・JC.".x線の 屈 折 に俵 る液 聾 髄 の 瞳 に 對
す る現 在 の研 究 立場 σ;m).
.Nat町e,133(19鋤
tidmarA.LOhukhoft.W,.Al結驫 よhの 霞 ラ ウエ黙
(68〒).'
HnrginJ.fiPisamnk・N・.アル カ リ金 驕 の 光 學恒 敬
(690)・
CurieL&.∫o1iotr・,中性 子 の質 量(72D・
Yrisch(1.F.,¥a.及Pの感 應 放 射 雌 σ2り ・
.heckG.S.SiUeK.,.陽電 于 の β一 放 射(722)・
G:uomrG・・核 構 鐔 に罫 す る最 近 の 見 解 σ 覗)・
ドermiI?.・,中性 子衝 檠 に よh誘 超 され る放 射 能 性(757,
¥Valke21.J,感鷹 募 蛸熊 性(isi')・
Fl。・h【ち.1.fiQaartellA.6。正 麟 る電 子廻 折 測 定
法(io8)・
Naturwi88,zs(1934〕




¥feiaerL...Alようの 陽電 子の エ ネル ギ ー ス ペ ク トル
(388)・
1?hys.ReV.,45(i啣
Joffe∫・ .Xa核の ス ピ ン(・16S)・
William5R.C,&GiblrsR.C.,IICtt及'.H=!の徴 細 構
造 分 机(475)・
」馴 雌 。ヒR.,T・,IP分初 駿 外it光駆 ベ ク 匝
(4sの・l
MePhersOnA・L.Ileの カ ナ ル 線 ス ベ ク トル に 於ldる
ド ツ プ レ ル變 位(485)・
lm・g・・1い1・・ プpF・ の胆 と崩9及 びneutret
(495)・
1煙5(言 一i瓦,1-iYillgnton;且一9一.,1ic訊ltL匸sonl・fgc一&
Lawrcnce}・:,⑪,,Dの不 安 定 性 の 假 蛻(497)・
Cranell.R.翫1.aUTItset)C・C・,人‡ 的 に4三戒 さ れ た
放 射 能 物 質 の そ の 後 め 箕 驗(497).
Neddermdyert'兀・"AncletS.onc・1.)・、 人T .的 放 射 性
物 質 よ り 放 射 す る 陽 電 子 の エ ネ ル ギ ー ス ベ ク.トル
(498).I
AIbertsonW.,Euのイ オ ンの ス ペ ク トル(agP)・
C;nNE・F・壓 力 及CollectingFiel{1の繭 數 と し て の 鮫
種 の 氣 體 に 於 け る γ 線 電 離(503).
CraneH・.R..し■uritsepC・C・&S.nltanA・,中性 子 の
人 工 的 生 成(507)・
R㈹ 山a!」・E"四 面 體 的 五 原 子 分'子の 振 動 〔D位 置
丼 ネ ル ギ ー.〔匿〕蓮 助=twギ ー 及 正 規 螟 動 數(53S)・
lluschk"v;tch八.V・,X2V型の 非 直 線 的 三 原 分 子 の 項
の 構 造(545)・
MurphyCL.」L&∫ohnslonH.j):核 の ス ビ ン(560)'
IAuritsenC.C,&CraneILR"LlのDに 俵 る 變 換
と 中 性 子 の 質 量 に 對 す る 關.係(550).
WロT.一V・;趣UhlenbecY.G・E・9プロ ト ン及 デ 昌 一 ト ン
1.
に依 るLi6の 崩 墺(称3)・.
T)cnis。nC.1]一L・β 繚 放射 に 俘 ふ 中性 子類 似粒 子 を發 見
　
せ ん とす る試 み(557)・
lhuTmingJ・k・・中性.'r'の放 射 と散 亂(586)
lPnnerT・W・,・中性 于 と源 子 核 との 衝 突(601)・
IAW■Encc・E,r,.&Livlogeton.ll・S・・ イオ ン.を非 鴬 に
高速 度 に 繰返 し加 速 す る事(608).
!
}【allH・・高 工t・ル ギー量 干 に對 す る光竃 効 果(620)・
WestemF・&RロarkA・E.,八αinourρolum.の牛 減 期
(弸)・
H面sL・1嬲 な る欟 捌 定用 のM電 對(635)・
Kemar:N・&.Obukhoff"r,At結晶の ラ ウ 呂斑 點(646)・
・adg・・R.!・.、職 分砌 雕 齢 、と灘(・ ・s)
一(丈 献 集)一
3
物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.2(1934))
丈 集 13
FcenbergE・,中性 子 冏 の 相 互 作 州 と中 性 子 の 箕 量
(ors).




イ ン 及T?一 ト ン を 以 τ 衝 撃 せ る 種 々 の ぬ 「9CLか




K囗Pじ【 ∫・B・H"Uemcri口mに 於 け る カ ナ ル 線 放 鷹
に 依 る ■H3の 生 成(655)・
Physik.Z.,SS(1934)
・JeemannH・,X綟 の 覆 屈 折 責 證 に 對 す る 買 驗(3YU)・
DδpdR→Gnilerh.u.NignerL"ス ビ ン保 存 法 則 の 實
驗 的uLL明iこ就 τ(336).
lteckH.・水 銀 蒸 氣 中 に 於 け づ 新 放 電 形 式 に 麓 τ(3聡)
LmtieAu・Reia、1・,1.adungsunterschceituny丿とび
Pael:h・。P1・・bPllo爬記 の 伊 ン 論 的 説 明(:剛)
M田1已rI』レ 溶 喋 の 双 極 子 能 傘 と透 電 恒 鼓(346),
Proc.1弐{レy.Soo.〔A,二1149(i939).
i;oue・W・A・龍 ■』montF.G・,II嘲D及 α}の 焔 ス ペ
ク トル に 對 す る壓 力 の 影 鳩 …(?5n)・
R'itmn旺・A・・ユ 及Y綜 の エ ネ ル ギ ー(28`り.
;gym〔レt1'噛・.L・rハロ ゲ ン 内 に 於 け る電 子 廻 折(:i60).
}lunlじ,遲 赤 外 に 於 け る金 覇 の 分 散 に 就 て(377)・
ドow且erR.,,..水の 電 解 に 佐 るlh及}1一'の 分 別 の 理
論 に 就 τ の 一 般 的 考 察(4b"_)・
Farka5A・飩Fa珠 鴿L・ 重 水 素[こ開 す る 實 驗 〔1〕
(壬67).
F箪㎞AI猟 τka51ρ&1.【ar[eck1㌦重 水 素 に 開 す る 實
職CO〕 オ,・ ソー パ 輔 維 .(4S1)・
SidgwickN・V識Baileylミ・W.、 金 駈 カ ル ボ 昌 ル 及 び
,昌.ト ロ シ ル..化合 物 の 構 池(521)・
Tりlan5kyS..tinの核 ス ピ ン(574)・
Joyld・G・ ・¥eの 電 孤 ス ペ .クトル に 於 け る 徴 細 構 造
(5s7).
dloLrC.B.G.&iconlへH..氣 萱銀 『Fとの 電 離 衝
突 に 於 け る.電子 の 散 亂(δ96)・
n`ell:inB,&LunvtaLeK.,5ymm.(1-3一δ)監riphcnyl一
㎏ 口zcl爬の 構 造 〔1〕(63り).
1♪liphanfM.L.E.,H3rt6ckE・&R凵the山⊃rd・重 水 素
に閏 す る元 素變 邏 効 果 〔69ユ)・
Cuckoofl玉n.s¥Valronh:・T・S・高 速 度陽 イオ ン
に よ る實 驗 〔■〕 重 水 素 イオ ン1曇依 る.巳」・臓Cの
核廟 填(.w)・
Sow.Ph;a.,5(.1934).
w鼠w恥wS.L,可 逆 蟹光 現 集 の 減 褒 法則(鉐9,・
Sc】鹽isghbW5ki!.a.A・U...Waw間owS・1"色素 濬 液 め 燐
光の 黻 ま則(:Si9).
Unvydov71・遊 靉 原 子核 再 結 合 の碗 崋 峨 て({32)・
Fi曲d㎝ 臨 電 子 の 糎 儲 麺 透 遒 蹴 τ .({鋤..
2・Physik,88U934).
NVereideT・分 子 系 の 統 計熱 力 擧 の 基磯(469)
ロ
1.1"TiT.,2313Aに於 け る 炭 素 の 帶 ス ペ ク ト ル(4U5)・
]!al]a「ltiIL(:・・AIUの 稽 λ ベ ク トル 〔5be).
・SCm・GvptaP.K"分 子 吸 收 ス ペ ク トル の 解 稀 に 就 τ
(6{了)・
StrehlK・格 子 の 分 解 能(676) .
89(1954)
P「五1esh寧waX・Nt+〔D:,放竃 に 於 け るHq.5461繊 の
異 常 強 度(2t)・
Ho!5霍W・・電 薩 せ るAIHの 帶 ス 鴻 ク ト ル に 就 て(IO).
Stciu】1e翼A・・`・KreLbzgiUerpurvcV'に於 け る電 子 廻 折 實
驗(50).
NVeile「∫・・ ラマ ン効 果 と ペ ン ゾ ー ル の 悶 魃(:)8).
Vt)nト「1x虫Fり種 々 の 統 計 力 學 の 緯 合 的 取 扱 ひ(83).
2.Phyeik.Chem.[A],168(1939).
J朗rK・ 鱈u・Wilzln陶nH・・爾性 含 水酸 化 物 の一 例
「sa一及1.【cte【opoly》a【modalの酸 性 及苛 性 溶 液 の加 水
分 解 及 凝 聚 に 俵 る光 吸 取 の變 化(283).
Z.Physik.Chem.(B)25Q934),
Hり己¢nhci日1eε"'ru。BrロhoCりi'ltcay旦meし飄y且CarもiLI昭
の 廻 轉 分 散(31亀}),
BlbninD{.}.B。u.lfamoa1・:¥nsideiR..'Phi.,plied.Fumn
及 び そ の 誘 導 盤 の ラ マ ン ス ペ ク トル に 就 τ(327).
lioniロoG.n.、}Ianxoni一{匸LsideiR.u。Itatesip.、Pynul
誘 導 骸 の ラ ヤ ン ス ペ ク ト ル に 就 τ 〔1〕(翻8).
A[masy1㌦.u,Shapir甦⊃C.F..ペ ン ゼ ン蒸 氣 の 鏤 外 眼 收
と螢 光 に 就 τ(391)・














。。、_。 、、yN、eelL'、。W,。、。wW.灘 眦 熱/
の 測 定(13P;).
1'orteuJ.,7n,幻及¥lnの 磁 酸鹽 の 水溶 液 の熟 化學
に就 て(1410).
RxrwJ・,..ao,水i#液 の 熱 化 學 に就 て(1767)・
QUintinM・・靆 類の 稀 釋熱 に就 て(18u8)6
1nd.Eng.Chem.,290954).
P調ee鳳C・SUmxnG・G・,歴 力下 の 炭 化水 棄 の 熱
的 性 質 〔1〕(51])・
J,Am.Chem.Soe.,ss(iea4).
D説sC.`.〕.δ己Johnst岨.1・1,L,簡單 な る瓦 斯 の比 熱
曲 譲 〔V.〕高 温 に 於oIta水粱 の 比熟 ・iン1・ ロピー
及 全 ニ ネル ギ ー200び 以 上 の 自 由iル ギ ーの補
正 表(10{5)・
s・1・阯・ mE小 熔 融 さオ・燃 溶 液 の熟 力 學 的 性 質o冒〕
A琶GI中に於 け るPbC』(1272)・
、Vhi【taker{二・、V・&L巳lndy嘲r`,mIな`,・・ 翼QgとNig4
KCI問の反 應 に於 け る 自由 工 塾ル ギ ー變 化(323)・
J.Chem.Phys。t2(1934)
LevvisI{.&von,Elbc』G.新方法 に 俵 る爆 發五 斯 の熱
容 量 の 貰測(291>
Lewis.IL&鞘叫E【㎞(コ・.浜斯 上tゾ ンの熱 容 量:の簑
測(294)・
Ree.tray.,55(1%4).
1ヤisthtilntIsK..化畢 恒 數 に就 て(598)・
Trans..Farad;Seq.,50(19i4)9
FtanceR.W.,溶解 熱 の 決 定 に依b推 測 され る低 温 處
埋 の 鐡 及 銅 に於 け る.潜在.=ネル.ギ..e(450)・
Zganorg・(恥om・,217(1954)。
翫h輔el矍H・E・u・IlcyE・・ 醒 化 力.～レシ ウ 亠の 溶解 熱
と鹽 酸 瀘 度 との 闘 係(39の・ノ
Z.Elektpロchem.,40(1954)・
1・lldherW.xW6emerA・,錆化合 物 を造 るA:nin及
Alkoli()tρ勲 化學 的測 定(252)・
1!ieberW・n・WoernerA・,ハロゲ ン化Coiiの 鋤 牝合




のAmln及GOと の錆 牝 合 物 め 生成 熱 及 構 遽(262).
;HieberW.u.WoemerA..ハ自ゲ .シ化 第 二鐵 及 その
GO化 合 物 の熱 化學(287)・
2
Z.Phy8聾 【,89(1934}.
Trautz!T・…tl・Ader1-1・,空SU,.Oe,N…の 分 子 熱 の 分 光
學 的 計 算
Trallt!M・in・AderI.t'水蒸 氣 の 回 構 比 熟(12)
Tm魅忙zM.u.AderH,,Cl1及Clの 分 子 熱 の 計 算(1・5)
2.physik.Chem.[A),isBUsaa)
1timnanド・;G・・ 膜ZF衛のtai,:なる熱 力學 〔皿〕(:.G9).
Smi竃5'、'n'Cannrgiclc「D'1凝縮熱 の 直接 測 定 法 〔.1〕






1.lantzscliA.」■.1:urasvoy八・1.所謂 週 期 性 法 則 に 就 て
(7S8)
Oompt・r㎝ 己眇,1囲(1954〕9
MamanlLl,へ 午 サ ン 及 其 の 異 性 艦 の 製 法 と二 三 の 物
理 化 學 的 性 質(13'.1).
TrombeI㍉範 々の 濫 度 に 於 け る金 圏Ce・LarNdの 磁
調貢的 性 質(1591)・
1'cych65L,アル カ リ金 麗 の 酒 石 酸 麒 の 旋 光 度(1600).
Tnd.Eぬ9.Chem.。26(1954》.




Gvcke;F・T・・Jr"電 解 質 の 見 掛上 の モ ル膨 張 慶.及濃
度 の 函 鼓 と しで の膨 張 係 鼓(熱膨 張)(1017).　
Fり輜R.M占 。澪 繋分 子 間 の 双 極 子電 撈 の影 響 〔1〕津
透 の性 質 に就 τ(亅027).
F聴臨rs・)f.溶質 分 子 間 の 双極 子 電 譽 の 影響 〔夏〕分










Shailovsl:yT。SBrownT.S.,水 巾 の ア ル カ リ」:類
鹽 化 物 の25。 に 於 け る電 離 電 導 度(1066)・
S血ythC.i1.&HildicackC.5.,固體 のV}fy1.1謁
及CHGUIIの 透 霊 恒 數 及 轉 移(1089).
1'EaumD・∫・R11'enske1.i.H・,アセ チ レ ン 牝 合 物 の 逶
電 性 〔1〕 二 三 のAlkylHalogcnoaco守lcnα)電氣 能
牽(1106)。
B篇terG・r.&Thomas∫ ・5・,Ccの 原 于 量 の 訂 」.f:
(1108)
j;roanP..'dej;ruyneJ.>1.ASGrussY.,¥fesitylenc
の 二 三 のm一 誕 換 生 成 物 の 双 極 子 能 寧(1291).
1)R>,.M・&¥¥'enzkell・1.L,アセ チ レ ン 化 合 物 の 邉
電 性 〔亶 〕Phonylac駐ヒ`lac巳【yknoの 置 換 體(]81a)・
J鹽chim◎phys.,31u(1934}。
ISahtcuT・,氣體C6113の 棲 準1'の 質 量,壓 紹 率 及
び ア ボ が ド回法 則 へ の 違 背(165)・
.lercigoc}1・.Poの化學 的 及 物 理 化學 的 性 質 の 研究 〔圏〕
Poi容液r丶の 援 散 係 數 の 決 定 、理 言島白句研 究 結 果r一
般 結 論(21】).
J.Chem.80c.,(1934).
s、y&1【o、竪」,1.:鹽&`ji孀o置】1く■`二〕.卩オ ル ト,メ ダ,丿{.ラキ
シ レ ンの 融 跳 に 封 す る壓 力 の 影 響(400)・
Jenkins.ir..、.25。Ciこ於 け る樋 々の 溶 媒 内 の 昌 卜卩
ペ ンゼ ン の分 子 分 極(・1SO)・
SpongA・H・・寵 黄の鹽1ヒ物 の性 貢 〔、置〕加熱 叉 は照 射





(.lhaplin:.・」・民 》1ユnnlらG・・肖己t嫌 合 の 萄}性(saa)・
B1'DC.BOy.SOC.[A],149(1939).
Boy5s,卜㌔、 旋 光 能 〔1〕 等 方 的 屈 折 中心 の み を有 す
乙分 子 に 就 ての 瑾 論 的 計算(656).
Z.Elaktroohem.,40(1934).
HieLerR'・竃』u▽yEリ ハ ロゲ ン化第 二譲 の格 子 晶 ネ
ル ギ ー及Fell(α,){基の性 質(291)
Z,Phyetk,sa(ie3a).
Cur且inskya..Ng〔⊃及 亞 硝 酸 エ チル 藻 氣 の 双極 子 能 奪
測 定(515)
KollerP,聞.1.eLmann丶V.R.,.:牝學 的 に.定組 成 を有 す
る物 質 の透 電 恒 數 の測 定(67了)・
Z.Physi]k.Chemr【ム】,i68(1934),
i{etidtA・・ア 亠 モ ニ ウ亠鹽 の 低 漑 に鷙 け る趺 態(553)
Rd6rG.冒ア セ チ レ ン及 シア ン化 水 素並 び に そnら の誘.
導 體 に 於 け るlsuvterismusと牝學 的性 質 との關.係
(:ia3)
電 氣 化 學
ム皿n.Phyeil【・ig`1954)
rLm・kMワlt(血"しeli・・Pmunの 法 則(74の ・
Compt.rend.,1980934),
丿aα1[凪M亅'・・ 電 解 洗澱 物 の 固管 度の 一 新 測 定 法
(]31a).
VellS..ゼラチ ンの 内部 に於 け る陽 極 酸 化 に 就 て
(1:i31i).
AudnherlR.etRaulleauJ..Seの電 解 光電 池 に繋 す る
光 の 作 用の 機 構(1489).
13alla》・M・.7メ距以上U.丿Pllに於 け るNiの 電 貂「(ldgd)・'
Dりdcm、曁・,熔融 電 解 乙二よ るLa・siの製 法 〔1593)9
1iuastalliaL.,電解 進 行41にCu溶 液 に挿 入 し1ニー一'J
の 膜 の 水準 に於 け る酸 化潼 元 の霍 邁{'1674)・
$lumC・ 瞭 色物 膿 よnな る光 電 池 の 吸 收 曲 線 とス ペ
ク トル の密 度 曲線 と.の閲 係(1763).
AuduLcrtR.etRnulleauJ.,翫の 電解 光 電池 の効 果 に
對 す る分 極 の影 馨(1907).
Jacquetr,Laの覧 解 的 沈澱 の 附 着 に就 て(1909).
Helv.,17(1939).
ド…c11しじrFr・1LMeye・kみH:・,安息.香酸 及.,,6-Diコ1・・thy1・
d-leiしbuly』安 息 香 酸 と 其 等 鹽 顛 の 純 メチ ル ア ル コ ホ
ル に 於 け る 電 解(535)・
J・ ム1ロ6Che=瞳.Soc,,56(]834;),
LaugE'P●噸ss子 電 極 に 開 す る 研 究(1034).
r:.皿iotしN・&1"os[M・,液膣 ア ム モ チ ア;a液 に 於 け る電




















水醋 酸 に於 け る稀H疉 叫 溶 護 の 陣導 度(亅a;:,)・
J・Ohem・Phy8り2(1939).
凱R牌 肋 傘P肩 臙 賞 理 詮k於 け る デ.イメン シ
言 ン的 闢 係(補 正),(350).
.7.Phyb.Ch@m.,38(1934).
ItaghavaReo,S・V・・染 料 溶 液 を 含 む 感 光 電 池(693)・
Z.Elektrocha肌,40(.isaa).
Iinuxr:..空氣 電 極 を持 つ電 池(249)
1'loumit..FOに依 る電 解 水 棄 の 吸 收 に及 ぼ す 永 銀 の
影 饗(267)・
苴agrrischew'N,0.P【edoA・1㌦水 溶 液 の電 解 に 依 る
Taの 分 離(296冫
GockelI.1・1無毒 電 解 液 に 就 τ(soy)・
>lulierT:・1クロム鍍 金 の理 論(326)・
2.Phpsik.Chem.,【Bコ,168(19341).
Wald『nP.,電解 貿及 非 電 解 質 の電 離 溶 蝶 と して の 無
ホ ヒ ドラ ジ ン 〔1〕 芳 霄 族 昌 トロ化 合 物 長 牛 電 解 質






の 氷 醋 酸 へ の 溶 解状 態 に 就 て(炭 水 化物 異 量 侃 の稀
薄 溶 液 の 謬 透壓 測 定 的研 究.9)(818)・
Co口ipt,rend●,198(1934)●
LeChaし 嘘ricτ1!り4七騨 衡 の 變.移の 法 則 に 就 で,
1'.ethnmua氏に 答 ふ(ユ:.A_U).
Fk「io91.L・UIC9.VaCI-llaO系の 不 均 一 挙 衡(1770),
R(,ller亀q㍉S¥¥一〇blgcnnuhJ・・IL,(?一NnLi二元 系 の 研
究(vas).
Vul]・H・・1共鵬 降 卞 法 の 應/N.`177・り ・
丶1icheiし:elChaudmaG・PyrrhotineとF婿 の 蓬 移
に.就て(lsis).
Ba匸eauJ・6N島NO聖一lhO-NaNO.0・5110系 の 默 態 膕
(1918).
IWurionh'.elHun>:;kltrイオ ソの 球 縢 水fit/$の決
　
定(亅92畢).・
}幽抗 洪聴 ㎞i垂叫 蝉 仂の繊 鯲 定に就τ・
ベ ン ゼ ン と鏃 ヘ キ サ ン共沸ts(1923).
Helv.,17Cl939ウワ
llT「sk「unncSIT・・サ リ・レ酸 の熱 解 麿 衡(477>
1]aurE・・循 瓊 反 啀 及 齢 止 季 衛(5幄).
I
Ind・R・9、Chem.,2Sヒ1954).
BcaUyH・、・、&CnlingaettG・t炭化 水 素 混 合 物 の氣 液
1二藷(501)・I
J.Lム11LCh6m.Soc,,56.(19融).
Ko量thuffLIM.N.xvilhnanA・,濬媒.としτ の 氷 酷 酸 中
に於 け る種 々の 無 機 酸,鹽 基 及鹽 の解 離(1007)・
】くeltheffl・ML&IVilltロanA・・謡 酸 に於 け る鰕 陽 イ
オ ンの酸 性 強 度及 無機 西額 孅 の鹽 基 性 張 度(1014).
1.larnedll・S・&Embree.1⊂」 ♪・ ooより60。に 至 る間 の
職 の1}・th恒 駛(1042).
菅1.lamdll・、S・&'EmbreetsT・1.〕・,水溶 液iこ於 け る電 籬
　
恒 歎 の 温 度 に 佐 る 變 化(1050).
Ewi・9w・"'・・Kl噂 ・.]'].&lltander∫・]').,11gN(,、
一H
tO.二 成 分 系 の 糶 氣 歴 と濃 度 と の 閲 係 と 水 和 熟,
溶 鯉 熱 及 稀 釋 熟 に 闘 す る 研 究(1058).
1.)avis'1;L・・齔 〔tlC・W .,或 る 種 のlIξtalPyrid;u
Cyalvat。㊥ 解 藩 壓(1061)・
L)avisT.L&1)uC.W ,.或.る .種のMe凪lt1「idin
・M。亡hアt・itrtltuτn・・燃1(亅06つ ・
11M・S・1'1・・三 成 分 系NIX一(譌 凱 ,KtSO4及lieO
(1071).
蓴imsL'lrioo-s
.o.閻の燐 酸 の 第 一・ ma離恒 鍛(U10)・
Philb「ickF・A・・Iqの 加 水 分 解(1257)、
1.1巳Inme眼L・]㌧&Chapma皿1ミ。R・.1.1ρC}4-H鼕OUE.合
物 中 に於 け る二 三 の 二有機 酸 素 化合 物 の溶 解 度(1282)
N副 。nR・H.&Dα や 且F㌔、C.α,ほも.フ オル ム
ア岬 匕 越 し:ll・{'1墹のT"erlLCO+II,=Cll・{,)1'1
の 反 感(1287),
岨5呱A.1も1&]larorey、V.,prcbler"_及t)ibro冨1田
e`hyiteneのシ ス ー ト ラ 淋 難 照 嘸 及 光 化 騨
衡(z3L,o)・
」◆chiln・Phy它齢,31〔1934).













物 理 化 学 の 進 歩VQ1、8Na.2(1934))
垂7
鹽 棄 酸金 屬鹽 の 三成 分 系 の 等 溝 圏(5蓋4)・
J.Chem.,Phys.,z(is34).
Ha】pom`入電 解 質 の鰍.R衛 に就 て(300)
J.Phys.Chθm.,38(1934}.
1:01tholiI・ムL&5tc囗geτV・A-(;a(t,1{)r(訟(IOa).,
IiaCl()yの稀 アL｣=ア 水 溶 液 へ の 溶 解 度(639)・
MosmM.&1:ella皿D.11.12i。Cに於 け る鹽 化 セ リ
ウム溶液 中 のHCIの 活 度 係 數(689)・
Bolloid-Z,67pssiJ,
KロochcII.yCr(`.}H)3の存 在 に 於 惨 る`nY性ア ル カ リのr1黜
ぺ のFe(OH)3及 他 の ニ ヨ の 水 酸 化 物 の'`induziccle"
溶 解 度.に就 て 〔1〕〔1915)・
NB.tlliWisB.,22(1934).
BardenLeuerP.u.ThanhciscrG..酸性Sicmens・¥iartin
法 に 於 け る反慮 樫過 に就 τ(393)・
PriaL-icLK.U.伽15eロW.、酸 化 物 と甼 町 に あ る纎 の
豊 富 な嬬 融 液 内 に於 け る珪 化物,燐 化物 及 炭 化 物 生
成 の 完威(305)・
kitdW・乢SchwietcH・1己,112〔〕一珪 酸 鹽 系 の膠 質 状
界頑fに於 け る李 衡(403)・
ACC.tr胛 、,53(1934),
iM:VkcLA・E・u・SucekI・L・ ・二 個 の 部 分 能 李 を有
す る 化 合 物 の 竃 離(s.s).
Sow.Phys.,5(量954)・
IiutkueK.&BOIZORaS..重合 分 子 の 光 解 離(sax.
Z,nnorg,Chem.,217(1934).
Ja風d町w.,ZxxperII.u.tiC1ロfK.十s融状 態 の 不 均 一
系 梺 衡,FeS÷ 珪 酸Ni=Nis÷ 珪 酸Fc〔 π 〕熔 融 状
金 周.硫化 物 珪 酸 燧 の 挙 衡(41了)・
Z.Elektroche皿、,40(1934),
tinislinaonJ.,遒醸 化 錯 ⑳ 熱 解 離(ｰ{ti)
轍 巳 鳳n.CainuR.、 、',,Ni一{1ユー .い,系 のX線 的 研
究 いLI.じBlanc及E,¥1ceLius氏 等 へ の 反 駁}(!SH).
z,Pnysik.,88(1934),
>luntttC,張磁 性鹽 溶 液 の 磁 氣 曲 捜 屈 折 に 就 て(593)
A'uhlh.滲透 歴 の 生 成 とそ の理 論 的 計 算 に就 τ,應
答(80q)・
Frεd¢n幅g面h・,湾透 壓 の 生成 とその 現 論 的 計 算 に就
τ 〔〔〕,Burl¥¥'ohl氏の 歴 答 に對 すzTxS,t(806)・
W匸,hlK㍉.湛透 壓 の生 成 その理 論 的 計 算に就 て〔1〕上
逃 の 反 駿 に對 す る返 答(sxo).
Z・physik・Chem・【A]・峯68×1939)
rmokaW・ 所 調湊 透 壓 の蓮 動 諭 的 蛻 明 に献 て の所 見
(sus)
]iuckeoA.,上記W・1rIdckcl氏の 所 驫滲 透 壓 の蓮 動
哈 的 號 明 に就 τ の所 見 へ の返 答(309)・
lir6nslcdu.q,hmntP.,分子 の大 きさ と状 梢分 布 〔0〕
(:181)・
Z,physik.Chem.[B],YS(1934),
ChuJikowJu.W..イォ ン乎 衡 の靜 電 氣 的理 論 〔暉〕
非 金 屬 の 最 高醸 素 酸(Si?)・
tipncuu.u.Ib}pper,:.混合鹽 溶 液 の 屈折 計 に 依 る研
究 並 び しニイ オ凾ン歪 性 に就 「〔(4GO).
界 面 化 學 i
觸 媒 ・ 吸 着,膠 質
ムnn.Phy8ik.,19(19δ4).
1LmtH..水素 を 吸.着したPt一へu合 金のX絵 的 研究
(%`s1}
Campt,tend.,198(1934).
¥fathieuM・・ 繊 維 素 及 其 誘導 盈 の 構蓮 に對 す る意 見
(1437).
RcrtLier.P.,液體 に よ る多 孔 性 物 質 の浸 潤 に就 τ
(】607)・
lie亅leiW・・機 械 的 凝 固 の 喋 件 に就 て(1776),
VcilS・・二 樣 の 方 法 に よ る溶 液 め週 期 性 の系 続 的 研究
(且85d)・.
Helv.,17(ts3al.
1¥'uudedyK・,アミノ分 解 と吸 着(6':a).
J.Am.Clle皿.Soc.,56(1939)。
、1C1}ainJr、、「●1膠買 及膠 贊電 解 質の 掘 散 国.写目蛋 白・.超.
巡 心 分 睡 磯 との 比 較(1021).
畳L・㎎ ∫・1.L・FrazerC・W・&OL監L・・混 合 金 緬 醐媒
の活性 度 及 緒 晶 構 造(]IOIJ.
1:versoieW.G.&--onghty;E,Wgl優鬱壓 溶 液 と接 髑
せ る シ リ カ ゲル 中 に現 れ る波 形 の騨 割(1263),
601thoHLM・&.Kosenb】口mC;,新 しく.生成 され た沈.
濃 の 熟 成 中 に起 る構 造 の 變 化U〕 室温 で 沈 澱 した
1'690iの熟 成(126』)・




















GrcencC.H.,AgClの 沈 澱 に 於 て の 研 究 〔1〕i4旧 一
t「omc.Nephelnineler(12Blり・
J,ehim,phys.,31Qssa).
BunolA"プロテ1ド の 構 遭 と溶解 度(ｰ53').
」.Ohem匿900.,(量939)・
Ba融rR,.,.,シ リ カ甫 子 に對 す る 活 性 化 擴 散 の 機 構
(:;i8)・
BetlcrJ..A.¥'.,¥1'ightman:¥.S>lachconen¥1一.71.,
黻 細1=於 げ る蝿 〔1〕 鰍 脂肪 屬 ア ・レ・ホ ル
溶 液 の 麦 面 構 造(528)・
Hinl鉤w。,riLF.R.&ButlcrJ.A..v.・溶 液 糞 面 に於
け る吸 符 〔fl〕二種 の濤 質 を含有 す る溶 液 の 吸 着恒 歎
(632)・
」.PhyaChe叫,38〔1934).
畳1甲にi耐∫r・V・&'fronoxW・G・ ・ .高壓 に 於 け る1ヤ1 .
黒 に よ る水 葉 吸 管(GL3)・
Ry説1berghe.Rrり.謬質 電 解 質 の 滲 透 性 とIlammerslen
効 果(fi45)・
HumC.r:.,KayumndC_L・ 龍 ム1量】[ごr.P・5・,硅酸 ゲ
ル の 研 究 〔1τ〕 水 素 イ オ ン濃 度 の 凝 固 時1即 に對 † る
影 響(663)・
%olloid一一Z.,67吐1.939)唖
SchlesiogerM,、膠 質 液 に於 け る粒 子 の 大 い さの 決 定 に
對 す る騨 な る.Re・Ler3t1心分 離 磯 の應 用(絢 ・
tatsomiT..牛乳D鹽 化 鐵 及鹽 化 アル ミ昌 ウ ム溶 液 の
チ ンダ ル光 に就 て(143).
犠ch律p止¥1.W.,粉末 .に吸 符 され た空 氣 の密 度 の容 量
法 的 決 定(145)・
Voice∫.,弔衡 に あ る吸 着 系 よh.の逹 頴 抽 出 液 に就 τ
.の數 學 的及 買臉 的 研 究.(14A)・
RabIncrsnn∴鱒1,apkma.・Aai巳aelT6u・1,i臆ekA・.吸管
と吸 管 量..〔置〕(1雛)・
(;urcxil.F、.u.¥¥"ejrocU.H.,.活性 炭 の海 魚 固 管能 力 に鯢
て 〔董〕抑 留 され た蒸 氣 量 に及 ぼ す驅 逐 無 膿 の流 出速
度 の 影響(亅6亅).
1:urczil.亅孔..乢¥¥'ejn・レchu.活性 炭 の燕 氣 固 肴 能力 に就
て 〔1〕固 着 能 力 に及 ぼ す活 性 撲 め 顆 粒 の 大 い さの 影
響(亅63)・
Remyn..a,Hollhust.ロ.,.濾過 並 に吸 着 墨 のik用の流 過
方 向 に よる.影響(167)・'
Kremnev・L・,水鍛 の乳 濁 化 に就 τ(171).
MokL而ee:T.膠質 液 の電 無 的 性 質 〔fl〕醒 の謬 状 液.と
眞の 溶 液 との 差 異(178).
EirfchF.嬉PaUliNV;.MischkDmPleNを持 つt=金 ゾ't;
(186)・
BarnrevrD,11.1〈oluschewaA.,有樋 性 縞 品 表面へ の電.1
解 質 の 扱 着(203)・
KOhnM.,ゼ ラ チ ン中 のAgtCT{,4沈濃 に及 ぼ す電 暑
の影 響 に就 τ(L)07)・
〔tStwaldW.,AverbachR.,'rrakasV.ロ.Malssi・【.,
構 逵 帖 悔 に就 て の 研 究 〔1〕 ア ラビヤ 護謨 ゾル に於
け る構 逋 粘 性 と流 動 弾 力 に就 て(211)・　
LtVtinL.W.u、7nchrow:G。W.,毓物 懸 趨 液 に對 す
る三 價 金 周 の 水 酸 化 物 跨 質 の安 定 化 並 に保 護 作州1二
就 τ(222)・
YL=;dl11・'v・Szanleczk)'一Ka「d・・S・S.・(「dC'nの原 理 に從 へ
る擾 樶 的分 析 の 所 謂桟 本 的 誤 差 に 就 τ(229)
NeturWise.,22(1934)
6iepenheuerK・1.レ・・寫 眞 乾 甑 の増 惑(so;).
lPhysik.Z.・35(1934),
1"AlzoldIL,)lalnvn..i¥・.の"織推 の 超 短 波 に よ る
選 決 的 加 熱 現 象 の 固 垣,'な る 仕 事 に 對 す る 返 答(:i7ti)・
Ma匪OVN・N・91'itzold1.Lの返 答 に 對 す る 反 問(377)・
PiOC.Boy,SOC.,144(1934).
+StimwnJ・t:・・ 氣 體 吸 管 に 俘 ふ 加熱 金馬 の電 氣 的 腴
態 面 の電 氣 的 燦 件 〔V〕熟 せ らnたr面 の 電 位 變 化
遉 度(307)・
芸FinchG・L&13煎d「brdIL、、』。、氣 照 吸 着㌧に件 』、b口熱
金 唖 の 電 氣 的 状 態 【、1〕COの 燧燒 に封 す るAuの
溺 蝶 作 用(azo)・
Bec・trav.,s3.(19fi4)・
Buagcnberg【lcIりng}LG・,Dekk。r・W・A・ し&
NvinklerK・C・,親永 勝 質 系1ご於 け る複雑 な・る關 係
〔匿〕(a)complex及autoco:nPlexlloccロliの例{.b)
等瓮 點 に於 け る ゲ ロブ"リ ンの 鹽 溶解 度(6e7).
B㎎c苅bergdelongH.G,&tfartkampJ.L.L.)、i
規 水 膠 質 素 に於 け る 復 雑 な.る関 係 〔W〕 分 散 せ る
1
(a魑Io→CompIexoraceryatedrOP及(autPt)complex
floecu旦iの泳 動 的 電 荷 に 對 す る 中 性 鹽 の 影 響(622)・














物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.2(1934))
4二1
Sow。Phys,.,5(IB34)凾
GoraictzkajaA.a1:aFmnoaR..毛管 電 氣 現 粂 と 電 解
質 溶 液 に 依 る金 周 の 浸 潤.〔 耳〕.(318)・
Z.Elektrochem.,40(1934),
1.ledva[lJ・A・a・T.jungl:oislF・,F謎》3を 以 て 結 晶 格 干
を 弛 め た 時 のS;O:の 牝 學 反 應 能 力 及 觸 楳 活 性 度 の
變 化(300)・
2.Physik.,86(1934).
i・cicr匚5R.,金屬 理 論 に 對 す る 意 見 ・grclcchmannE・
の 緲1に 答 へ て(7GG),
Z.physik.Chem・[ム〕・168(1939).
翫hw餌K・,Puの 鍛 表 面 及 内 部 に於 け る邂 動 に就 て
(:Sal)
TiseliusA.u.Brりh曲S.,4の 温 度 【=於 け る
Chabasitへの水 蒸 無 敢 若("_d8)O
hatzJ.R.u.HauwnE・'、・・ 濠 紛 と パ ン襲 造 の 物 理
化 學 〔SV〕澱 粉 糊 化 の は つ きhし た下 限 温 度 と漫 粉
組 織 の 鰛 心の 顆 粒 に よ る可變 性C321)・
Kab.J.R.1■.IlerkscnJ.D.,1司上 〔NV【〕膨 潤 に抵 抗
す るや うに 生長 した構 造 を有 す る澱 缶 の 糊 化(-R9)・
Hausnn.IL、.u..lialzJ.1㍉同 上 〔SVII〕巌 粉 顆 粒
の 生長 し た構 造 を,持 にIin監ne㎡魯iert(一種 の 澄 漬)
され た澱 粉 に就 て 、顯 微 鏡 で 見 得 るや う に す る研 究
(aas),
Z.phyuk.Ghem.【Bコ,25(1麟 ・
{dciicerJ.II.aI〕ippclC.1.,ホ分 子 の 吸 着 に 依 る
表 面 積 決 定(399)・
&Lwab.G.一¥1.u.Schu[aIL,Ndlの 分 解 に 於t一)E
混 合 觸 媒 の 機 能 〔置〕(411).
Stbwab・G・一M・購・S竜aege【1㍉N雪1,の分 解 に 於 げ る 混
合 觸 媒 の 機 能 〔r〕(via).
{ヒ 學 埀力 丿丿 學
Ber.Dtach.ahem.Gea.67(1634),
llel6untLti.&Rolaod♂、.,iチ オ ン酸 の 分 解 に 就 て
(/Zs)・・
苫05m琴jamwA,貰,u..Frcimllimu.Ch・・ フ__ル ー
ア ル シ ン と有 機 水 鑑 「 鉛 一既錫 化 合 物 との 屎 廡(Tlu)・
Ra。V.A.。 しGuhak'.C.・ ワ.ルデ ン轉 位 の 研 究 〔璽.〕
ワ ル デ ン轤 位 に よ る.酒石 酸 ¢)相互 變 茸}:メ ゾii4石酸
の活 性 酒 石 酸 へ の攣 化 の(741). .
¥NedekindL:.&FeistclI+r..アミン.の影 棲 の下 の第 圏








T・A・・芳 香 性 炭 化 水 素 の ノ ツ ギ ング 特 性.(475),
Ilrks【falへ」・饐 聡dgarG・・ 一 氣 煙 に於 け る 液 髏 炭 化
水 素 の 自 然 僉 火 温 度(509)
rn(対esK.、..Riα回1㌔A,&Heo・1rick・v・Kり そf炭




畳LiuS.&Wui.L,超 坦 音 波 線 に よ る 酸 化 促 逞 の 機 構
(1(Hbi)・




SheτmanA・&SunC・E一,ノ ・"ゲ ン と エ チ レ ン ニ 重 結
合 間 の 二 三 の 反 應 の 活 性 化 熱 の 計 算(1096)・
RossW・F・&Klstialco"・skアG・B"K[cneの 光 化 學
分 解(1112)・
1:■rkR.E..不均 一 系 反 懸 速 度 の 計 算('1270)・
OlsonA・R・&L岨gF・ λ・・ 置 換 反 感 の 機 構(IL)04)・
Beti10nA.F.&ThtckerC」Nl.、Ag-1:t:於り るN.0
及H,の 反 應 の 動 力 學(量;IOO).ヒ
U町tE・亅・&NovesW・A・Jr,,光化擧 研 究・ 〔XVIl〕
ク 卩 ロペ ン ゼ ンの 鹽 素 置換,ペ ンゼ ン との比 較
q:lor))・
RiceFLO.&Whal町F。R.,邂離 些の 見 地 よ りの 有 機
化 合 物 の 熱 分 解 ・.〔、.置〕遊 離 基 を生 ウ る有 機 化 倉 物 の
熱 分 解 と電 氣 的 分 解 の比 較(1311).
Makow¢rB・・酸 性 鹽 素 一 臨 化 物 溶 液 に於 け る[!.,Q,
の接 購 頒 ・1〔 」500に於 け る定常 状 皇隻圓自販(13
15)・
一(文 献 集)一





' ゆ鬩隔 一 』帰7一 ζ評『








M油a・d焦 牝 學 エ ネ ル ギ ー論 へ の 寄 與(19ひ
s.cnam.60u.,(1934),
PawcelしE.W.乱GilsonR。`.,.、液 禰1二於 け る有 機 化
學 反 應 に 對 す る壓 力 の 影 響(386).
ドawcctt£.、V.&liibsonR曜`一,..Qtglpgridinium
Bali【1㎎.の生 戒 漉 度 に 對 す る 壓 力 の 影 響(:{B6)・
A5hmoreJ.1二.&"'Ueele【r..・V・,石炭 の 組 成 の 研 究 ・
亞 炭 の 熱 分 解(474)・
110GLeeE.D..IngaldC.K,.F¥¥'ilsonC・1.・・水 の 化
學 的 分 解 に 俵 る 水 素 の 同 位 晃 素 の 分 別 及 び 溶 解 金 屬
の 邇 元 作 用 の 機 構 に 就 τ(493).
"1"h
ompaooII.W.&GarrattA.P,金 屬 「カ ル ボ_tiの
ス ペ クFル 及 び 光 化 學 的 分 解,(1)分 光 墜 的 鍛 匝
(52d)・
J.Chem.Phys.2(isa4)
1:menbmunE.∬.&H〔即essT.R.,沃 化 水i反 感 及
Lr沃素源 子 に よ る.水業 の パ ラー オ ル ト蓬 移(26了).
Ccrshin【⊃wil紘・11.SMice`).・K..一分 子反 應 の 活性 化
工 事ル ギ.一に就 て(2了3)・
曇Lewis1},&ronE夏bcG.壜 段の 時 間 一壓 力 記 線 に よ
る球 形 反 應 容 器 内 の娼 の 越 さ及 び 温 度 分 布 の 決 定
(283).
1城皿e「F・.∫r"極め て剱 い波 長 の光 に よ る反 懲(.9G).
sヒeac玉eE.w.R.&tihnu'6.T.,亞謂 酸 エチ ー ルのkj
r系 一 分 干 分 解(395)・




Ped巳rsonK・J・α・niしroc縞【boxylicacidの分 解 亜 び に β一
KeヒocarbOKylicacidの分 解 に 就 て(559)・
Pしdヒr田,nK・J◆・pm[olyticreaction及proWtropic
iwmcrixatian(58]}
1旭1㎝詢 闘K・J・・aoctunCOticethylwletの臭 素 置 換 逋
度.〔1〕r般 の 鹽 基 性 觸 媒 反 曦(601).
¥luodW・・ アi4レ ソ の 放 射 性 物 質 に 依 る重 合 に 對 す
る 不 働 氣 膿 の 彰 響(635)・
1lecringt。nB・L・Naと乾 爆 酸 素 との 反 慮(675)・
KoseoblumC.,放 射 性 物 質 に 俵 る 化 學 反 感 に 於 け る
5、「 の 觸 嫉 能 丿」(683). .
Nature,133(1934),
A掴ey1':・E・&.Robinson'P.1川H!とSの 均 一 系
　
的 箔 合 に對 す る1与S{,t及H聖{,の影 饗(723`)・
PrOO●Roy.・.SOO・[Aコ,144.(19S舜}g
ltOneW・、・&Belt∫・・ 炭 化水 葉 の 燧焼 に 於 け る燕 氣
の 介 在(267)・
H㎜ 吐。r.E・1{0氣壓 に 菫 る逅 の壓 力 に於 け るN〔,の 熱
分 解(388)・
JonesL&SoperF.G・・反廉 速 度 に及 ぽ す 溶 媒 の 影 響




1in"'nC・E・lt&ogdent;・・ 波 動 力學 的 効 果 と水 素
同位 元 素 の 反 應 能 力(432)・　
"lcarsR・B・&Ev.msU・R・,硝子 との 接 觸 に於 げ る塵
蝕(417)・.
E・an・U.R!・II…'・II,.,鋪の 鰍 の飜Whi・by
の最 近 の論 文 よ ら考 へ られ る見 解(i_d)・
Z.anorg.Chem.s.217(■954).
KaraoglanovZ・&Sagortsc])cv.B・・ 沈 澱現 象の 機 構
〔XIV〕分 別 沈 澱 の動 力 學(385)・




砦Sk鳳回 ・、・ ノ叩 ゲ ン漂 白 液 反 懸(232).
titLmidH・㌧ 中 間 生 成 物 決 定 の 物理1七學 的 方 法 に就 τ
(274)・
HiluigF.・7.iuAerD・,u.K洫dH・・混 合 酸 化 物 が 化 合
物 に變 化 ず る揚 合 に經 過 す る活性 中間 状 態 の 研 究
(306)・
Z・phy虹k・Chem・[A],168(1954)・
BonhocfferK.F.,13achLu.FajansE,,重い 水 累 の
　
反 慮 蓮度 測 定(:tt:り。
2,phyaik,Chem.[B7.25(issa).




lozest6k・wk・A・4聾両M・M・ .金 屬 有 機 化合 物 の




物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.2(1934))
1
丈..献 丈 61
R'blbringII.・少 含有 量 の の檢 出 及 決 定(ii:i)・
Honlsdr∴・wISuraa-oyA・・ 三 ア リル メ タ'-誘導盤 の
原 子f頁異性 體(793)`
「刷iP脚圧.Wl,非永 溶1夜の 僅少 な 餌導 度('/=10一")1賦ll
定 の 簡 畢 な る装 議1二就 て(811、.
Compt,rend、 且98(1934])g
¥eelM・L・ 合aの 常 磁 性 の 訛 明(iaii).
AロdanlA・1』mlx:rt腫贐・じ匸L麗`凋ntJ・,五 個 の^キ サ
ン 異 性 膝 の 麗 別 に 對 す る ラ マ ン 效 果 の 懸 用 及 赤 外 に
於 け る 吸 攻(rac)・
¥lnndnin-Vom'alP..響瓢 結 晶 の 析 禺(】41:1).
jayner【ldA・1!tfT量V)分類 〔C【:4cvmenりに 就 て(1-1iA).
・Gui田e呱.液體 酸 素 内 に 於 け る 残 の 存 在 に つ い て
(149り・
Curic、1.et職km㎡鋤S.・ 稀 土 類 の 存 在 に 於 け る ア ク
チ 篇 ウ み の 分 詮(lfi9了).
ドuurcticrl'・・化 撃 反 應 の 寓 眞 的 記 鏤 の 際 に 於 け る濃 度
の 測 定 に つ い て(1889)・
M訂 艮ue51;・L.,iiiを含 むliati(iaの分 別 沈 澱(】71瓶).
Quell画.岨M・e[Harssin<kr.,.溶液1;於t/る1'..の還、
元 に 就.T'(1!II1).






}{uhhardD・M・&Henne,、・Lっ 有 機 物 質 に於 け る
弗 素 の微 量 決定 法(Illi4)・
1.lym恥、.C・,液體 空 氣 の 温度 に對 す る買 驗 室 用 オ ゾ ン
蛋4三機(1088).
HammcUL.,...¥¥'aldenJr.G.1f.&F.dI川oロdsC,M..
砥i"1me時に對 す る新 しい 指 示 藥:或 る種 の1'henan-
th【nline及i.}rpheロアhmino誘導讎(ions)6
CairnsR・W・&{=鼡E・,Ni一(1,一1GU系のX線 的 研 究
〔亘〕 種fiの含 水 酸 化 物 に於 け る¥iのK一 吸 收 阻
界 〔109{)・
1奪伍orL・J・.1㍉壓 縮 酸 素 を使 用 す る こ とに.より,高
.精密 牝畢 測 定 に於 て 生 ナ る所 のA日 まで 未知 とされ
た る誤 差 原 因 の 系 統 的 研究 〔1〕(1?u9).
a.chi皿.phys,31(1839)・
PinkusA・毛 管 測 流 計 に つ い τ.=(,,,1)・.
・ 」.Chem.Soo白(1934).
MoneyR・W・&.1)ariasC・、、㍉.樋 類 溶 液L;於 け.る鋤
鑒 の 黶 成 〔1〕(4nu)・
J.Chem.Phys,zOsat).
'1'npleyR.Cεyring1.c,水素 同 位 元 業 の 電 解 に .よる分
離.(217)・
licyILC・&RriceD..f'D4の 合 成(300)・
1'inl:C.U..Ureyir.C・&1,al:eL・,:.,.水素 の 振 散 に
よ る 金 眉 膜 題 過,水 素 同 位 元 素 の 分 別(::m)・
lhdcM..水 素 同 位 元 素 の 自 然 的 分 離 〔Dベ ン ゼ 恥
ケ ロ シ ン 及 蜂 蜜 中 の 】.Pの濃 度(:Kii)
AmlersonI..C.,lhlfordJ.ti.&la1Rj.R.,II一め
連 纏 流 動 的 濃 縮 法(1d?)・
J,Phye.Chem.,.58(置934).
粗enueltW・lf,水 酸 化 第 一 水 鍛 の 沈 澱 め 電 磁 計 的 研
究(u7a)・
9rini7㎜n.r.&tiCCCiLC.-4t)']M..¥fanni[a】,Snrhi[n[
の 亞 砒 酸 曹 逹 と 硼 砂 と の 直 合 物(T13).
N8111[B133(1934).
Hi且IA・Y・・光 電 池 に よ る 電 流 計 的 臂 幅(68の.
1<api[za夏㌦ 液 聡 で 豫 冷 す る こ とな し に噺 無 法 に よ る
1■eの 液 化(708)・
Phye.$ev.,45(1934).
StewetlR・L・電 子 及 イ オ'ン街 撃 に 於 τ ど駐威 さ れ る 繕
絵 薄 膜({88).
Jol皿5Dnx.A・&1.Iaロisl唖ス'ξツ タ ー に よ る 沈 萱 物
の 鵬 璞(630).
Proe.Roy.Soc.A,144(1934),
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